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意 見 対 応

大型車の登坂不能を確認次第、速やかな
情報発信をお願いしたい。

昨年度より道路情報カメラ5基増（計175台）により、速や
かな現地状況の把握とその情報発信を実施していきた
い。

動画配信があれば情報発信の可能性が
広がる。

本年度は静止画像をインターネット、Youtube、Ｘ等で実
施する予定。
動画配信のニーズについては承知しているところ。
引き続き検討。

各道路管理者がそれぞれ情報発信し、利
用者自ら情報を入手するようになってい
る。一元的な情報発信ができないか。

全国の道路情報が閲覧できる「おしえて！雪ナビ」の他、
富山県内の道路情報（車両滞留、カメラ、降積雪量など）
を運用している。

Ｘ（旧ツイッター）についても各道路管理者の道路情報を
お互いリポストするなど、ユーザーが道路情報を入手し
やすい環境を整えていきたい。

登坂不能が発生する難所の手前で、冬タ
イヤ装着チェックを実施すればどうか。

装着チェックの実施にあたっては地域状況、交通量など
実施できる環境整備も必要となる。まずは、冬タイヤの
早期装着を呼びかけるなど注意喚起していきたい。

昨年度のメディア意見対応状況
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広報・広聴の推進

道路利用者に向けた雪対策の啓発、降雪時の道路情報提供の充実を
図るとともに、マスメディアと連携し、適切な情報を道路利用者へ伝える
ことが重要。

道
路
利
用
者
等

① 記者発表 ① 新聞紙面

情報発信ツール（メディア）情報提供ツール（行政）

② ホームページ

③ 記者会見

④ Ｌアラート

⑤ ＳＮＳ

⑥ その他

② ホームページ

③ ニュース

④ 天気予報

⑤ L字放送

⑥ SNS

多様なツールを活用し、
メディアへ情報提供を実施

行政からの情報を基に発信
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情報提供のツール（記者発表）

① 記者発表による情報提供

緊

急

●通行止め開始
●災害対策基本法の指定
●合同緊急記者会見

重

要

●大雪に関する緊急発表
●通行止めの可能性のある区間
●今後の雪の見通し

解

除
●通行止め解除
●災害対策基本法の解除

発表手順
①発表主体からBizFax送信・HP掲載

②メールのBcc機能により、登録された報
道機関・記者のアドレス宛に一斉送信

※本文に、記者発表資料の［リード文］、［問い合わせ
先］、［発表主体のHP、TwitterのURL］を記載

メール送付対象
冬期道路情報の【緊急】、【重要】、【解

除】に関わるもの
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情報提供のツール（ホームページ）

② ホームページによる情報提供

【タイミング】
通常時
大雪時 等

【内容】
全国の地方整備局等が提供する
カメラ画像・道路情報・Twitter
雪寒対策の基礎的な技術資料
各機関で作成した啓発用ポスター・チラシ

◆ 予防的通行規制区間 等

https://www.hrr.mlit.go.jp/hokugi/yukinavi/

〇おしえて！雪ナビホームページ

ホームページ
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全国の道路情報を入手できるサイト
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情報提供のツール（記者会見）

③ 合同記者会見による情報提供

【タイミング】
◆大雪により、重大な交通障害の恐れがある
  場合

【内容】
◆ 気象情報（気象の見通し）
◆ 不要不急の外出を控える呼びかけ
◆ 過去の事例紹介（発生した事象、画像）
◆ 予防的通行規制区間に関する情報 等 ５機関合同記者会見

・北陸地方整備局

・東日本高速道路（株）新潟支社

・中日本高速道路（株）金沢支社

・新潟地方気象台

・北陸信越運輸局

実施日 内容

令和4年12月22日
緊急発表に伴う
共同会見

令和4年12月28日
年末年始の気象に関す
る共同会見

令和5年 1月20日
緊急発表に伴う
共同会見 5

富山会場でも合同会見を実施予定
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情報提供のツール（Ｌアラート）

④ 自治体Ｌアラート、SNSによる情報提供

N
o. 実施のタイミング 情報発信の内容

1 大雪に関する緊急情報を発表した時
外出を控える呼びかけ
情報

2
通行止めを実施するとき

（予防的通行規制区間で集中除雪を行う
時など）

通行止め情報

3 大規模滞留が発生した時 通行止め情報

4 通行止め解除 通行止め解除情報

情報発信タイミング

【タイミング】
◆ 大雪に関する緊急情報発表時
◆ 通行規制実施・解除時 等

【内容】
◆ 不要不急の外出を控える呼びかけ
◆ 通行止め・解除情報 等

道路を利用しようとするものが自らHPな
どに情報を取りに行くのでは無く、
⇒プッシュ型で地域住民に直接訴える
⇒自治体SNS活用（リツイート、リポスト）
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1.3万フォロワー

4.3万フォロワー

リポスト
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情報提供のツール（その他）

⑥ その他の情報提供

ポスター・チラシ
バナー広告

道路情報板イメージ

【内容】
新聞広告
ポスター・チラシによる広報

◆ インターネットを活用した広告
（バナー広告）

◆ 道路情報板による広報
ラジオ広報 等
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新聞広告、タウン誌



情報提供のツール（その他）

toyama-douro.toyama.toyama.jp

⑥ その他の情報提供（富山県冬期道路情報）

クレジット記載により映像情報使用可能
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見たいカメラをクリック

見たいカメラの静止画※が表示
※10分ごとに画像が切り替わります
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これまでの意見を踏まえた今年度の連携強化策

①昨冬を振り返り、事前の備え広報強化

②通行止め情報などの北陸地方整備局HPでの集約一元化

③厳しめ、強めの情報発信

④災害事象に応じた重要度・深刻度 （目安・基準）

メディアとの連携
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事前の備え「広報強化」

①昨冬を振り返り、近年の冬傾向から
【R2】【R４】

☆シーズン最初がまとまった降雪量であり、事前の備え不足（冬タイヤ未装着、
チェーン未携行）が大規模混乱を招く
⇒雪への慢心・慣れ
【意識改革、行動変容への促しが必要】
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事前の備え「広報強化」

①昨冬を振り返り、近年の冬傾向から

☆冬タイヤ、チェーン携行など【基本の徹底】
⇒管内全事務所、冬タイヤ装着率調査

うち北陸
管内3回

うち北陸
管内５回

冬用タイヤ装着率調査状況
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調査箇所 調査日 冬タイヤ
装着率

R8
「道の駅」万葉の里高岡

12/6（火）

大型車：87%

小型車：80%

全 体：81%

R8
「道の駅」メルヘンおやべ

12/6（火）

R41
「道の駅」細入

12/6（火）

R304
「道の駅」福光

12/6（火）

E8
有磯海ＳＡ

12/5（月）

R4冬タイヤ装着状況調査
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情報提供のツール（ホームページ）

② 地整HPトップ画面による一覧情報提供

〇おしえて！雪ナビホームページ

https://www.hrr.mlit.go.jp/hokugi/yukinavi/

ホームページ

■おしえて！雪ナビHP 北陸地方整備局管内通行止め一覧

■北陸地方整備局管内の通行止め状況一覧を雪ナビＨＰへ追加

閲覧者が一目で交通状況を把握できるようＨＰ改良検討

【情報提供の内容】
◆全国の地方整備局等が提供する

カメラ画像・道路情報・Twitter
◆雪寒対策の基礎的な技術資料
◆各機関で作成した啓発用ポスター・チラシ
◆ 予防的通行規制区間 等

起点 終点

○○：○○ 国道８号 △△地先 ××地先 □□ｋｍ ・・・・・・・・・・
○○：○○ 国道４９号 △△地先 ××地先 □□ｋｍ ・・・・・・・・・・

事務所名 延長
区間通行止め

開始日時
通行止め
解除日時

国道○○号 記者発表URL

 北陸地方整備局管内通行止め情報　！
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厳しめ・強めの「情報発信」

③ 行動変容に向けた強いメッセージ発信も

北陸地方３ヶ月予報【新潟地方気象台】（10/24発表）

○気 温：高い
○降水量：ほぼ平年並

一方、寒気が一時的に強まることで、大雪
となる恐れもある
⇒必要に応じて、強い呼びかけを実施

R4.12.28年末年始寒波

令和5年1月24日からの大雪時の交通量

【R４：１２月１８日～１９日】

12月18日（北陸地方整備局）

気象情報

気象予測

【合同会見での強い訴え（年末年始寒波ほか）】

R5.1.20大雪緊急発表
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記者発表
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雪害事象の共通認識

④雪害事象に応じた深刻度・重要度の表現方法
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1 ２ ３ 4

速度低下
走行不能
車両発生

車両滞留 立ち往生

■降雪や凍結により路面
状況が悪化、速度低下
や交差点などで交通渋
滞や混雑が発生

■ノーマルタイヤや
チェーン未装着車両
など、特定の車両が
急勾配箇所などで、
走行不能

■走行不能車両により
片側交互通行や部分的な
通行止めが発生し、後続
車両の通行が阻害され留
まらざるをえない。

■強降雪の継続など
気象条件により、
特定地域の通行車両
がすべて通行不能

H28.1.25 R4.12.19 R2.12.18R3.12.27 

雪害ＳＴＥＰ
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